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議会の動き

今年も 6月 21 日に東京で開催されまし
た会津坂下会総会にお招きいただき、議員
9名が参加しました。
今年の参加者はおよそ 70 名、新規会員

も加わり、盛大に開催されました。
町の近況報告、首都圏での PR イベント

の紹介やふるさと納税の案内をし、心強い
協力のお言葉をいただきました。
親睦会では、全員で恒例の会津磐梯山を

踊り、絆を深めました。

今年も東京で再会
会津坂下会総会に参加しました

地域課題解決のために
両沼地方町村議会議員交流会
７月 10日、柳津町において「第 25回両
沼地方町村議会議員交流会」が開催され、
株式会社雨風太陽　代表取締役社長　髙橋
博之氏の「都市と地方をかきまぜる」と題
した地域課題解決のための講演を聴講しま
した。
その後、両沼 7町村の議員同士で懇談し、
人口減少問題等の意見交換を行いました。
これからも、地域課題の解決に繋がりま
すよう、議会で取り組んでまいります。

～熊出没に伴う要望書を提出～
町議会では、令和８年 6月 4日に、「熊出没に伴う小中学生の登下校時の安全確保について
の要望」を町長に提出しました。
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株式会社雨風太陽　代表取締役社長　髙橋博之氏
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行政視察の受け入れ
～宮城県亘理町～

よりよい広報紙のために…
福島県町村議会議長会主催広報研修会

広報広聴特別委員会委員の紹介
学ぶ

委 員 長 　青木　美貴子
コメント：議会と町民の方との良
い架け橋になるような広報を目指
します。

今号より新たなメンバーで紙面作りを行ってま
いります。

副委員長 　佐藤　宗太
コメント：町民の皆様に分かりや
すい広報作りに努めてまいりま
す。

委　　員 　髙久　敏明
コメント：町民と議会をつなぐ架
け橋となる広報活動に努めます。

委　　員 　山口　享
コメント：手に取っていただける
紙面作りに努めてまいります。

委　　員 　五十嵐　一夫
コメント：久しぶりの委員会です。
伝わる紙面作りを研究していきま
す。

７月１日、ビッグパレットふくしまで広報研修
会が開催されました。

読まれやすい・親しみやすい「議会だより」を作
るために、広報マインド（目的のために、誰に何を
どう伝えればいいのか）に立ち返ること、また、全
体的な要約の記載、表やグラフにより分かりやす
く伝えることが重要であることを学びました。

研修で学んだことを生かし、住民の方に興味・
関心を持っていただけるような分かりやすい「議会
だより」を目指してまいります。

7 月 9 日、宮城県亘理町議会総務常任委
員会の皆様が、「協働のまちづくり」と「地
域おこし協力隊」について調査・研修のた
め来町されました。
政策財務課の職員及び地域づくりコー
ディネーターより、町の概要や協働のまち
づくりについて若宮地区の事例を中心に、
その成果と実績、目標、課題解決の取り組
みについて説明しました。
地域おこし協力隊ＯＢからは、参画の経
過、3年間の体験、移住することになった
経過を説明し、活発な質疑・応答が行われ
ました。 宮城県亘理町議会総務常任委員会の皆様
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束松峠は、旧越後街道にある会津坂下町天屋、
本名地区と西会津町軽沢地区を結ぶ峠です。
街道沿いには峠の山頂に茶屋の跡や、明治時
代に地域の人々が人力で掘削し貫通させた束松
洞門などがあり、昔の人々の生活や歴史を感じ
られる街道となっています。

みんなのひろば
今回は、「束松峠を護る会」の活動を広報
広聴委員の髙久敏明がご紹介します。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

束松峠を護る会

「束松峠を護る会」は今年で設立から25周年を迎え、現在の会員数は30名です。会員のみな
さんが主体となり、この歴史的な道を護っています。
活動は４月～11月までの積雪の無い時期に、峠道の草刈りなど、維持、補修作業を行っている他、

峠の名称となっている束松の遺伝子を受け継ぐ「ひこ束松」を護り育成するために、周辺の草刈り
や消毒等を実施しています。
また毎年10月には実行委員会を組織して「束松ウオーキング大会」を実施しており、参加者に
美味しい蕎麦の提供も行っています。
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